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学校や児童相談所、病院など、関係機関と連絡を密に取り、協力できる体制になっている。キリスト教の理念のも
と指導者と保育士の信頼関係が厚い。里親制度の取組みも充実している。レクリエーション活動において、野球
チームをつくり、遊びの中で楽しみながら気づき、生活態度が改善する学びの場を設け、女子部では茶道が週1回行
われ、礼儀を通して自然に相手の心を思いやる心を育まれていた。平成17年12月には「小規模グループケア」を導
入するなど、子供達が個々にくつろげ安心した日々を過ごせるように努力されていた。

施設内での生活なので、今後は社会生活を視野に入れて、ボランティアや地域との交流を活発に行い、小学生から
社会科見学で工場・商店街等へ行き、色々な場所や人に接する機会を設けられることが望まれる。

児童一人ひとりを見ていると、施設内では活発な行動がとれるのに、いざ外部に出た時に自信がなく自分をはっき
りと主張したり、表現する事が難しい児童が多いと思う。外部と接触する機会をできるだけ設けて、その機会を有
効に促していきたい。子供たちの育成にあたりたい。



評価対象Ⅰ　福祉サービスの基本方針と組織

留意事項

聖園天使園のしおりに記載されていた。

施設の基本方針としての養護方針が明文化されている。

基本方針や理念は話を説明しキリスト教の倫理観に基づく
教えについて把握している。深く理解する為に、今後具体
的な対応策や継続的な取組みを希望する。

キリスト教の教えに基づく倫理観について、行事等におい
て体感したり、知る機会がある。子供の視点で、より分か
り易い言葉や工夫で配慮することが望まれる。

留意事項

予算書を立案する段階で、具体的目標・重点目標が掲げら
れている。今後は、長期を見通して、見直しを行い、充実
されていくことが期待される。

中・長期計画に基づいて、事業計画に反映されている。

各部所において、実施状況の把握・評価を行っている。

子供にも話し合いの場がもたれ、継続的な取り組みを行
なっている。

福祉サービス第三者評価結果

※すべての評価項目（５５項目）について、判断基準（ａ・ｂ・ｃの３段階）に基づいた評価結果を表示する。

Ⅰ－１　理念・基本方針

評価項目 第三者評価結果

Ⅰ－１－(1)　理念、基本方針が確立されている。

Ⅰ－１－(1)－①　理念が明文化
されている。

a

Ⅰ－１－(1)－②　理念に基づく
基本方針が明文化されている。

a

Ⅰ―１―（2）理念や基本方針が周知されている。

Ⅰ－１－(2)－①　理念や基本方
針が職員に周知されている。

ａ 

Ⅰ－１－(2)－②　理念や基本方
針が利用者等に周知されている。

ａ 

Ⅰ－２　計画の策定

評価項目 第三者評価結果

Ⅰ－２－(1)　中・長期的なビジョンと計画が明確にされている。

Ⅰ－２－(1)－①　中・長期計画
が策定されている。

ａ 

Ⅰ－２－(1)－②　中・長期計画
を踏まえた事業計画が策定されて
いる。

ａ 

Ⅰ－２－(2)　計画が適切に策定されている。

Ⅰ－２－(2)－①　計画の策定が
組織的に行われている。

ａ 

Ⅰ－２－(2)－②　計画が職員や
利用者に周知されている。

a



Ⅰ－３　管理者の責任とリーダーシップ

留意事項

福祉サービスの質の向上のための取り組みを積極的に行っ
ている。

遵守すべき法令等正しく理解する為に、職員会議等におい
て改正や変更内容について通知している。

職員の意見を取り入れる等、福祉サービス向上のため意欲
的に取り組んでいる。

効率化の点では、改善に努めてはいるが、環境整備等への
取り組みが期待される。

留意事項

社会福祉事業全体の動向について、把握されている。

改善に向けた取り組みが事業計画に反映されている。

年1度は児童家庭課監査室による監査は実施されている
が、第３者機関による外部監査は行われていない。

評価項目 第三者評価結果

Ⅰ－３－(1)　管理者の責任が明確にされている。

Ⅰ－３－(1)－①　管理者自らの
役割と責任を職員に対して表明し
ている。

ａ

Ⅰ－３－(1)－②　遵守すべき法
令等を正しく理解するための取り
組みを行っている。

ａ

Ⅰ－３－(2)　管理者のリーダーシップが発揮されている。

Ⅰ－３－(2)－①　質の向上に意
欲を持ちその取り組みに指導力を
発揮している。

ａ

Ⅰ－３－(2)－②　経営や業務の
効率化と改善に向けた取り組みに
指導力を発揮している。

b

評価対象Ⅱ　組織の運営管理

Ⅱ－１　経営状況の把握

評価項目 第三者評価結果

Ⅱ－１－(1)　経営環境の変化等に適切に対応している。

Ⅱ－１－(1)－①　事業経営をと
りまく環境が的確に把握されてい
る。

ａ 

Ⅱ－１－(1)－②　経営状況を分
析して改善すべき課題を発見する
取り組みを行っている。

ａ 

Ⅱ－１－(1)－③　外部監査が実
施されている。

ｂ



留意事項

人員体制について具体的なプランがあり、人事管理に関す
る方針が確立されている。

職員に対して公正かつ的確な評価が行われている。

担当者が職員の意見・意向を把握し、組織的に取り組んで
いる。

総合的（職員旅行・野球試合・イベントへの参加等）に福
祉厚生事業に取り組んでいる。

年間の目標に明示されている。

職員一人ひとりについて、資質向上のための計画が策定さ
れている。

月一回の各部会で評価・見直しを行っている。

実習担当者が決められ、受け入れに関する実施方法が整備
されている。

プログラムが整備され、実習ノートや記録を提出する事に
なっている。

留意事項

安全確保の取り組みについて、特に幼児部に関しては、あ
らゆる対応を検討し管理体制が整備されている。

虚弱体質の子には早めの対応がされている。夜間において
も事故防止のための対策を整備している。

Ⅱ－２　人材の確保・養成

評価項目 第三者評価結果

Ⅱ－２－(1)　人事管理の体制が整備されている。

Ⅱ－２－(1)－①　必要な人材に
関する具体的なプランが確立して
いる。

ａ

Ⅱ－２－(1)－②　人事考課が客
観的な基準に基づいて行われてい
る。

ａ

Ⅱ－２－(2)　職員の就業状況に配慮がなされている。

Ⅱ－２－(2)－①　職員の就業状
況や意向を把握し必要があれば改
善する仕組みが構築されている。

ａ 

Ⅱ－２－(2)－②　福利厚生事業
に積極的に取り組んでいる。

a

Ⅱ－２－(3)　職員の質の向上に向けた体制が確立されている。

Ⅱ－２－(3)－①　職員の教育・
研修に関する基本姿勢が明示され
ている。

ａ

Ⅱ－２－(3)－②　個別の職員に
対して組織としての教育・研修計
画が策定され計画に基づいて具体
的な取り組みが行われている。

ａ

Ⅱ－２－(3)－③　定期的に個別
の教育・研修計画の評価・見直し
を行っている。

a

Ⅱ－２－(4)　実習生の受け入れが適切に行われている。

Ⅱ－２－(4)－①　実習生の受け
入れに対する基本的な姿勢を明確
にし体制を整備している。

ａ

Ⅱ－２－(4)－②　実習生の育成
について積極的な取り組みを行っ
ている。

ａ

Ⅱ－３　安全管理

評価項目 第三者評価結果

Ⅱ－３－(1)　利用者の安全を確保するための取り組みが行われている。

Ⅱ－３－(1)－①　緊急時（事
故、感染症の発生時など）の対応
など利用者の安全確保のための体
制が整備されている。

ａ

Ⅱ－３－(1)－②　利用者の安全
確保のためにリスクを把握し対策
を実行している。

a



留意事項

行事のポスターを作成したり、自治会へ積極的に働きかけ
ている。

玄関前の広場をラジオ体操の場にしたり、体育館を貸与し
ている。

様々なボランティアを受け入れ、業務の範囲も決められ、
整備されているが、現在体制確立の為のマニュアルを作成
中である。

学校、児童相談所、病院などと連繋が取られている。

地域の関係機関との連携が良く、職員間でも情報の共有化
が図られている。児童相談所にも定期的な連絡を行い、関
係機関とのネットワーク化に取り組んでいる。

町内会等に参加し、行事等必要時には園の利用者も積極的
に参加をしている。

クリスマス、イースター、敬老会や町内会での独居老人訪
問活動等にも園児が参加し、歓迎されている。

留意事項

権利擁護に関する研修にも参加し、施設全体にいきわたる
様に考慮されていた。

規定・マニュアルの作成が臨まれる。

Ⅱ－４　地域との交流と連携

評価項目 第三者評価結果

Ⅱ－４－(1)　地域との連携が適切に確保されている。

Ⅱ－４－(1)－①　利用者と地域
とのかかわりを大切にしている。

ａ

Ⅱ－４－(1)－②　事業所が有す
る機能を地域に還元している。

ａ

Ⅱ－４－(1)－③　ボランティア
受け入れに対する基本姿勢を明確
にし体制を確立している。

b

Ⅱ－４－(2)　関係機関との連携が確保されている。

Ⅱ－４－(2)－①　必要な社会資
源を明確にしている。

ａ

Ⅱ－４－(2)－②　関係機関等と
の連携が適切に行われている。

ａ

Ⅱ－４－(3)　地域の福祉向上のための取り組みを行っている。

Ⅱ－４－(3)－①　地域の福祉
ニーズを把握している。

ａ

Ⅱ－４－(3)－②　地域の福祉
ニーズに基づく事業・活動が行わ
れている。

ａ

評価対象Ⅲ　適切な福祉サービスの実施

Ⅲ－１　利用者本位の福祉サービス

評価項目 第三者評価結果

Ⅲ－１－(1)　利用者を尊重する姿勢が明示されている。

Ⅲ－１－(1)－①　利用者を尊重
したサービス提供について共通の
理解を持つための取り組みを行っ
ている。

ａ 

Ⅲ－１－(1)－②　利用者のプラ
イバシー保護に関する規程・マ
ニュアル等を整備している。

c



男子部では「小規模グループケア」を実施して、子供達が
個別的な居室でくつろげる場所を提供する等、具体的な改
善を行っている。

利用者の意向に対し、話し合ったり意見を聞くようにして
いる。

意見箱・自治会があり、組織としても取り組みを行ってい
る。

苦情への検討内容や対応策を子供達に担当者が説明してい
る。

意見にはすぐ対応しているが、子供の要求に応えられない
場合もある。

留意事項

担当部会や職員全体会で話合いがされている。

評価結果を分析・検討する場が組織として定められてい
る。職員全体の集まりで話し合い、共有化が図られてい
る。

職員参加のもとで、改善計画を策定する仕組みがある。

就業規則に文書化され、プライバシーへの配慮も考慮され
ている。

見直しにあたり、今後、子供達の提案が反映される事が望
まれる。

連絡帳により書面で整備されている。

個人記録は1ヶ月毎に記録があり、重要書類も保管して
あった。

職員間で口答及び文章で連絡する仕組みが整備されてい
る。

Ⅲ－１－(2)　利用者満足の向上に努めている。

Ⅲ－１－(2)－①　利用者満足の
向上を意図した仕組みを整備して
いる。

ａ 

Ⅲ－１－(2)－②　利用者満足の
向上に向けた取り組みを行ってい
る。

ａ

Ⅲ－１－(3)　利用者が意見等を述べやすい体制が確保されている。

Ⅲ－１－(3)－①　利用者が相談
や意見を述べやすい環境を整備し
ている。

ａ

Ⅲ－１－(3)－②　苦情解決の仕
組みが確立され十分に周知・機能
している。

a

Ⅲ－１－(3)－③　利用者からの
意見等に対して迅速に対応してい
る。

b

Ⅲ－２　サービスの質の確保

評価項目 第三者評価結果

Ⅲ－２－(1)　質の向上に向けた取り組みが組織的に行われている。

Ⅲ－２－(1)－①　サービス内容
について定期的に評価を行う体制
を整備している。

ａ 

Ⅲ－２－(1)－②　評価の結果に
基づき組織として取り組むべき課
題を明確にしている。

ａ

Ⅲ－２－(1)－③　課題に対する
改善策・改善計画を立て実施して
いる。

ａ 

Ⅲ－２－(2)　個々のサービスの標準的な実施方法が確立している。

Ⅲ－２－(2)－①　個々のサービ
スについて標準的な実施方法が文
書化されサービスが提供されてい
る。

ａ

Ⅲ－２－(2)－②　標準的な実施
方法について見直しをする仕組み
が確立している。

b

Ⅲ－２－(3)　サービス実施の記録が適切に行われている。

Ⅲ－２－(3)－①　利用者に関す
るサービス実施状況の記録が適切
に行われている。

ａ

Ⅲ－２－(3)－②　利用者に関す
る記録の管理体制が確立してい
る。

a

Ⅲ－２－(3)－③　利用者の状況
等に関する情報を職員間で共有化
している。

ａ



留意事項

しおりや独自の新聞で情報提供がなされている。

入所前に児童相談所で説明して同意を得ている。

退所にあたって、家庭への支援にＦ．Ｓ．Ｗが窓口として
活躍している。

留意事項

保育士が観察して状況は把握されているが、定められた様
式による事が望まれる。

今後は個別のサービス場面ごとの課題が明示されたサービ
ス計画が実行なされてる事を確認する仕組みが必要であ
る。

Ⅲ－４－(2)　利用者に対するサービス実施計画が策定されている。

担当部会で話し合いが行われているが、緊急に変更する場
合の仕組みの整備が望まれる。

定期的にサービス実施計画の評価・見直しを行う体制が必
要である。

Ⅲ－３　サービスの開始・継続

評価項目 第三者評価結果

Ⅲ－３－(１)　サービス提供の開始が適切に行われている。

Ⅲ－３－(１)－①　利用希望者に
対してサービス選択に必要な情報
を提供している。

ａ

Ⅲ－３－(１)－②　サービスの開
始にあたり利用者等に説明し同意
を得ている。

ａ

Ⅲ－３－(2)　サービスの継続性に配慮した対応が行われている。

Ⅲ－３－(2)－①　事業所の変更
や家庭への移行などにあたりサー
ビスの継続性に配慮した対応を
行っている。

a

Ⅲ－４　サービス実施計画の策定

評価項目 第三者評価結果

Ⅲ－４－(1)　利用者のアセスメントが行われている。

Ⅲ－４－(1)－①　定められた手
順に従ってアセスメントを行って
いる。

b

Ⅲ－４－(1)－②　利用者の課題
を個別のサービス場面ごとに明示
している。

c

Ⅲ－４－(2)－①　サービス実施
計画を適切に策定している。

b

Ⅲ－４－(2)－②　定期的にサー
ビス実施計画の評価・見直しを
行っている。

c



コメント

自治会でルールを決め、子供が主体的に検討して取り組
み、必要があれば支援をしている。

子供に必要な情報を提供し、自己決定出来る様に支援して
いる。

子供同士で話し合う場を設け、必要に応じてアドバイスを
している。

ボランティア・各団体との交流で、人間関係を日常的に経
験できるよう支援している。

状況やケースによっては知らせていない。今後、検討され
る事が望まれる。

体罰が起こらないように話し合い、体罰を伴わない援助技
術を習得している。

職員の意見を押し付けないよう心掛けている。

施設において、子供・保護者の思想・宗教について関与す
る事はない。

福祉サービス第三者評価結果
（付加基準－児童養護施設版－）

※すべての評価項目（3３項目）について、判断基準（ａ・ｂ・ｃの３段階）に基づいた評価結果を表示する。

Ａ－１ 利用者の尊重

評価項目 第三者評価結果

A－１－（１）利用者の尊重

Ａ－１－（１）－① 子ども自身
が自分たちの生活全般について自
主的に考える活動（施設内の自治
会活動等）を推進し、施設におけ
る生活改善に向けて積極的に取り
組んでいる。

a

Ａ－１－（１）－② 施設の行う
援助について事前に説明し、子ど
もが主体的に選択（自己決定）で
きるように支援している。

a

Ａ－１－（１）－③ 多くの生活
体験を積ませる中で、子どもがそ
の問題や事態の自主的な解決等を
通して、健全な自己の成長や問題
解決力を形成できるように支援し
ている。

a

Ａ－１－（１）－④ 多くの人た
ちとのふれあいを通して、子ども
が人格の尊厳を理解し、自他の権
利を尊重し共生ができるよう支援
している。

a

Ａ－１－（１）－⑤ 子どもの発
達に応じて、本人の出生や生い立
ち、家族の状況等について、子ど
もに適切に知らせている。

c

Ａ－１－（１）－⑥ 体罰を行わ
ないよう徹底している。

a

Ａ－１－（１）－⑦ 子どもに対
する暴力、言葉による脅かし等の
不適切な関わりの防止と早期発見
に取り組んでいる。

a

Ａ－１－（１）－⑧ 子どもや保
護者の思想や信教の自由は、他の
子どもや保護者の権利を妨げない
範囲で保障されている。

a



コメント

中・高生は思春期でもあり、反発等あるが、柔軟に対応し
ている。

集団生活の中でルールの大切さを守るように伝えている。

幼児なども栄養管理がなされ、食事をおいしく楽しい雰囲
気でするよう工夫している。

施設では規則正しい食事時間を設定している。

年齢や身体の成長に合わせて個別の食事を提供し、マナー
にも気を配っていた。

季節に応じて衣類を準備し、提供していた。

各自好きな衣料を自己選択、自主決定して楽しんでおり、
中学生ともなれば好きな物をおこずかいの範囲内で、心行
くまで購入できる機会を設けている。

冷暖房設備は整備されているが、今後は居室空間をもう少
し広げる工夫が必要である。

日課等の中で、清掃・整理整頓の時間を設け、習慣が定着
する様に、声賭け・支援をしている。年齢や性別等個々の
差もあり、利用者の登校後に職員が不十分な所を補ってい
る。

年齢、性別に応じて支援されている。

健康診断、予防接種を実施している。体調管理にも気を
配っていた。

Ａ－２ 日常生活支援サービス

評価項目 第三者評価結果

A－２－（１） 援助の基本

Ａ－②－（１）－① 子どもと職
員との間に信頼関係を構築し、常
に個々の子どもの発達段階や課題
に考慮した援助を行っている。

a

Ａ－２－（１）－② 子どもの協
調性を養い、社会的ルールを尊重
する気持ちを育てている。

a

A―２－（２） 食生活

Ａ－２－（２）－① 食事をおい
しく楽しく食べられるよう工夫
し、栄養管理にも十分な配慮を
払っている。

a

Ａ－２－（２）－② 子どもの生
活時間にあわせた食事の時間が設
定されている。

a

Ａ－２－（２）－③ 発達段階に
応じて食習慣を習得するための支
援を適切に行っている。

a

A－２－（３） 衣生活

Ａ－２－（３）－① 衣服は清潔
で、体に合い、季節にあったもの
を提供している。

a

Ａ－２－（３）－② 子どもが衣
習慣を習得し、衣服を通じて適切
に自己表現できるように援助して
いる。

a

A－２－（４）住生活

Ａ－２－（４）－① 居室等施設
全体が生活の場として安全性や快
適さに配慮したものになってい
る。

b

Ａ－２－（４）－② 発達段階に
応じて居室等の整理整頓、掃除等
の習慣が定着するよう援助してい
る。

a

A－２－（５） 衛生管理、健康管理、安全管理

Ａ－２－（５）－① 発達段階に
応じ、身体の健康（清潔、病気、
事故等）について自己管理ができ
るよう支援している。

ａ

Ａ－２－（５）－② 医療機関と
連携して一人ひとりの子どもに対
する心身の健康を管理するととも
に、異常がある場合は適切に対応
している。

a



問題行動に対しては話しを聞いたり、助言したり、すぐに
対応していた。

職員が情報を共通理解して、児童相談所と相談しながら最
善の方法をとっている。

困難事例に対しては、学校、児童相談所等に協力要請が出
来ている。園長を中心になり、全職員が対応できる体制に
はなっている。

子供が主体的に行事・スポーツ・部活などに関わってい
る。

一人ひとりが好きな事をして過ごすように配慮されてい
た。

買物で使い方を援助している。

ボランティアとの交流程度で、地域の人との関わりが今後
必要である。

勉強時間を設けたり、学習指導のためにボランティアの協
力を得ていた。

学校・保護者と相談して、本人が自己決定できるように援
助している。自己決定だけでは自立できない場合もある。

実習先や体験先の開拓・拡大の取り組みを行っているが、
受け入れ先等の都合もあり、思うように成果が上がってい
ない様に思われた。

状況に応じて行っているが、個々の範囲内で、年齢・発達
段階に応じての援助が必要である。

医療機関を通して支援したり、専門医のセラピーを受けて
いる。部屋をなるべく個室にするなどの配慮を行ってい
る。

家庭相談専門職員を中心に行っており、子供の成長を知ら
せる手紙を出したり、苦情にも対応している。

行事には案内を出したり、電話連絡をしたり、積極的に行
われていた。また短期里親制度などを行い、お正月でも家
庭に帰れない子に配慮している。

A―２－（６） 問題行動に対しての対応

Ａ－２－（６）－① 子どもが暴
力・不適応行動などの問題行動を
とった場合に適切に対応してい
る。

a

Ａ－２－（６）－② 虐待を受け
た子ども等、保護者からの強引な
引き取りの可能性がある場合、施
設内で安全が確保されるよう努め
ている。

a

Ａ－２－（６）－③ 施設内の子
ども間の暴力、いじめ、差別など
が生じないよう施設全体に徹底し
ている。

ａ

A－２－（７） 自主性、自律性を尊重した日常生活

Ａ－２－（７）－① 行事などの
プログラムは、子どもが参画しや
すいように計画・実施されてい
る。

a

Ａ－２－（７）－② 休日等に子
どもが自由に過ごせるよう配慮し
ている。

a

Ａ－２－（７）－③ 子どもの発
達段階に応じて、金銭の管理や使
い方など経済観念が身につくよう
支援している。

ａ

Ａ－２－（７）－④ 子どもが友
人や地域との関係を深められるよ
う支援している。

b

A－２－（８） 学習支援、進路指導等

Ａ－２－（８）－① 学習環境の
整備を行い学力に応じた学習支援
を行っている。

a

Ａ－２－（８）－② 学校を卒業
する子どもの進路について、「最
善の利益」にかなった進路の自己
決定ができるよう援助している。

b

Ａ－２－（８）－③ 職場実習や
職場体験等の機会を通して、社会
経験の拡大に取り組んでいる。

b

Ａ－２－（８）－④ 子どもの年
齢・発達段階に応じて、異性を尊
重し思いやりの心を育てるよう、
性についての正しい知識を得る機
会を設けている。

b

A－２－（９） メンタルヘルス

Ａ－２－（９）－① 被虐待児な
ど心理的なケアが必要な子どもに
対して心理的な支援を行ってい
る。

b

A－２－（10） 家族とのつながり

Ａ－２－（１０）－① 児童相談
所等と連携し、子どもと家族との
関係調整を図ったり家族からの相
談に応じる体制づくりができてい
る。

a

Ａ－２－（１０）－② 子どもと
家族の関係づくりのために面会、
外出、一時帰省などを積極的に
行っている。

a


